
２０１１

１１Ｎｏ．１６２ １
（平成２３年）

１０月 2 日、笠置町毛呂窪蘇
そ は ら

原神社で、市無形民俗文化財に指定されている剣
つるぎ

の舞が奉納されました。

この舞は、紋付きはかま姿の独身男性が獅子頭をかぶり、両手に剣を持って、笛や太鼓のはやしに合わ

せて舞うもの。集まった見物客らは、年に 1度神社で披露される勇壮な舞に見入っていました。
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 介護老人保健施設事業会計（企業会計）

 国民健康保険診療所事業会計（企業会計）

 水道事業会計（企業会計）

 病院事業会計（企業会計）

平
成
２２
年
度

市
の
決
算
概
要

 

一
般
会
計
の
決
算
状
況

　

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
差
引
額
は
、
１８

億
３
５
１
６
万
円
で
、
本
年
度
へ
予
算
を

繰
り
越
し
た
事
業
の
財
源
３
億
６
９
４
８

万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、

１４
億
６
５
６
８
万
円
の
黒
字
で
す
。

　

歳
入
（
図
１
）
で
は
、
地
方
交
付
税
が
１

０
１
億
３
２
１
０
万
円
と
な
り
、
歳
入
総

額
の
３２
・
９
㌫
を
占
め
、
市
税
が
６９
億
５

６
５
４
万
円
（
２２
・
６
㌫
）、借
金
の
市
債
は

３７
億
１
８
４
０
万
円（
１２
・
１
㌫
）で
し
た
。

　

そ
の
他
、
市
の
事
業
に
対
す
る
国
や
県

か
ら
の
補
助
金
と
し
て
、
国
庫
支
出
金
が

２９
億
７
６
２
４
万
円
（
９
・
７
㌫
）、
県
支

出
金
が
１８
億
５
８
１
７
万
円
（
６
・
０
㌫
）

の
収
入
が
あ
り
ま
し
た
。

　

歳
出
（
図
２
）
で
は
、
各
種
の
福
祉

事
業
や
保
育
所
の
運
営
、
新
設
さ
れ
た

子
ど
も
手
当
の
支
給
な
ど
の
民
生
費
が

６１
億
８
６
６
３
万
円
で
歳
出
総
額
の
２１
・

４
㌫
で
し
た
。

　

職
員
管
理
や
地
域
活
性
化
事
業
な
ど
を

含
む
総
務
費
は
、
４７
億
８
１
３
８
万
円

（
１６
・
５
㌫
）、
学
校
施
設
な
ど
の
整
備
を

行
っ
た
教
育
費
は
、
３８
億
７
８
６
８
万
円

（
１３
・
４
㌫
）、
ご
み
処
理
や
し
尿
処
理
の

経
費
を
含
む
衛
生
費
は
、
３７
億
０
３
９
７

万
円
（
１２
・
８
㌫
）、
土
木
費
２８
億
７
６
７

７
万
円
（
９
・
９
㌫
）、と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
市
の
借
金
を
返
済
す
る
公
債
費

は
、
将
来
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
繰
り

上
げ
償
還
を
行
い
、
４３
億
２
５
１
４
万
円

と
歳
出
総
額
の
１４
・
９
㌫
を
占
め
ま
し
た
。

　
平
成
２２
年
度
の
市
の
決
算
が
確
定
し
、
９
月
の
市
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
決
算
は
、
１
年
間
に

ど
の
く
ら
い
お
金
が
入
り
（
歳
入
）、
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
（
歳
出
）
か
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
。
決
算
を
す

る
こ
と
で
、
市
の
財
政
状
況
の
分
析
が
で
き
ま
す
。
一
般
会
計
に
特
別
会
計
と
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
市
の
歳

入
総
額
は
、
５
０
９
億
４
７
１
７
万
円
。
歳
出
総
額
は
４
８
７
億
８
２
９
７
万
円
。
歳
入
と
歳
出
の
差
し
引
き

額
は
、
２１
億
６
４
２
０
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
確
定
し
た
決
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ

　
財
務
課
財
政
係
（
内
線
３
５
２
）

歳
出
総
額
は
４８８
億
円

歳入総額　３０７億８,８５８万円

歳出総額　２８９億５,３４２万円

▲岩村町まち並み整備事業で西町ふれあい広場を整備

特別会計 歳　入 歳　出 歳入歳出決算差引額

国民健康保険 ５４億５,２００万円 ５２億０,４４１万円 ２億４,７５９万円

老人保健医療 ５万円 ５万円 ０万円

介護保険（事業勘定） ４５億３,５２７万円 ４４億１,７７５万円 １億１,７５２万円

（サービス事業勘定） ４億４,１３５万円 ４億４,１３５万円 ０万円

簡易水道 ８億７,９５４万円 ８億７,７９９万円 １５５万円

農業集落排水 ２億８,０６１万円 ２億８,０４４万円 １７万円

駐車場 ２億７,１９８万円 ２億７,０１４万円 １８４万円

公共下水道 １２億９,７１６万円 １２億８,３０７万円 １,４０９万円

遠山財産区 １４６万円 １２６万円 ２０万円

上財産区 ６９万円 ６０万円 ９万円

後期高齢者医療 ５億７,６８８万円 ５億６,９８３万円 ７０５万円

計 １３７億３,６９９万円 １３３億４,６８９万円 ３億９,０１０万円

資本的収支決算

収入 ２,８４１万円

支出 ３,４８８万円

収益的収支決算

収入 ５億９,６６４万円

支出 ５億８,０８５万円

資本的収支決算

収入 ２,１１１万円

支出 ３,２８８万円

収益的収支決算

収入 ４億５,６２９万円

支出 ４億７,５０１万円

資本的収支決算

収入 １億３,２０１万円

支出 １億７,２５７万円

収益的収支決算

収入 ３９億４,６２６万円

支出 ３８億８,４５７万円

資本的収支決算

収入 ３億６,１０１万円

支出 ５億６,５７７万円

収益的収支決算

収入 ８億７,９８７万円

支出 ７億３,６１３万円

□事業概要
　給水件数：１０,８０５件　総配水量：４,２３５,５８１逢

□市立恵那病院　　　　□国保上矢作病院
　外来患者数：７３,９９９人　外来患者数：３０,８０７人

□事業別利用者数
　入所事業：３２,１６７人　短期入所事業：１,９２５人

□６診療所
　外来患者数：４９,３３３人

 

企
業
会
計
・
特
別
会
計
の
状
況

　

特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う

た
め
設
置
し
て
い
る
会
計
で
す
。市
に
は
、

上
記
の
通
り
１１
の
特
別
会
計
が
あ
り
、
歳

出
は
、約
１
３
３
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

企
業
会
計
と
は
、
一
般
の
会
社
と
同
じ

く
独
立
採
算
を
原
則
と
す
る
会
計
で
、
４

つ
の
会
計
が
あ
り
ま
す
。

 

借
金
（
市
債
）
の
状
況

●
市
民
１
人
に
、
約
１
０
４
万
円
の
借
金

　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の

借
金
の
総
額
は
５
７
３
億
６
１
８
３
万
円

　
　
　
　
　
　

で
、
昨
年
度
と
比
べ
１０
億

　
　
　
　
　
　

７
８
８
８
万
円
の
減
額
と

　
　
　
　
　
　

な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

全
会
計
の
借
金
を
市
民

　
　
　
　
　
　

一
人
当
た
り
に
換
算
す
る

　
　
　
　
　
　

と
１
０
４
万
３
３
６
０
円

　
　
　
　
　
　

と
な
り
ま
す
。（
平
成
２３
年

　
　
　
　
　
　

３
月
３１
日
現
在
の
人
口
５

　
　
　
　
　
　

４
９
７
８
人
）

	 

貯
金
（
基
金
）
の
状
況

●
貯
金
は
市
民
１
人
当
た
り
約
２３
万
円

　

市
の
貯
金
の
総
額
は
、
１
２
９
億
１
３

０
３
万
円
で
、
昨
年
度
と
比
べ
１９
億
１
１

３
６
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
下
表

の
よ
う
な
基
金
が
あ
り
、
市
民
一
人
当
た

り
の
貯
金
額
は
、
２３
万
４
８
７
６
円
と
な

り
ま
す
。　

 

近
隣
市
と
の
比
較

●
財
政
指
標
を
グ
ラ
フ
で
確
認

　

本
市
の
財
政
状
況
を
客
観
的
に
確
認
で

き
る
よ
う
に
、
東
濃
地
域
の
各
市
と
比
較

し
ま
し
た
。
本
市
の
主
な
財
政
状
況
の
過

去
６
年
間
の
推
移
と
、
東
濃
地
域
の
各
市

は
、
平
成
２１
年
度
ま
で
の
過
去
５
年
間
の

財
政
状
況
を
、
次
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
で
示

し
て
い
ま
す
。

▲

新
た
に
完
成
し
た
山
岡
小
学
校

市債の現在高 ５７３億６,１８３万円

一般会計 ３７３億７,７４９万円

特別会計 １６２億３,０３１万円

企業会計 ３７億５,４０３万円

一般会計に属する基金 １０６億６,１１３万円

財政調整基金 ２７億９,７７３万円

地域振興基金 ２４億８,１８９万円

公共施設整備基金 １１億９,０７６万円

病院施設等整備基金 １０億円

地域福祉基金 ９億８,９３６万円

市民のまちづくり基金 ５億４,５９８万円

減債基金 ５億２,０２８万円

簡易水道経営安定化基金 ２億６,６４４万円

地域づくり基金 １億９,５９６万円

図書館基金 １億１,４０６万円

その他 ５億５,８６７万円

特別会計に属する基金 ９億３,５３０万円

国民健康保険給付基金 ４億６,７９８万円

駐車場施設整備基金 ２億３,２８５万円

介護保険給付基金 １億６,３００万円

その他 ７,１４７万円

企業会計に属する基金 ９,１０４万円

積立金（介護老人福祉施設） ７,４５４万円

その他 １,６５０万円

定額の資金を運用する基金 １２億２,５５６万円

土地開発基金 ９億６,９０２万円

奨学資金貸与基金 １,６１６万円

その他 ２億４,０３８万円

一般会計
（歳入）

一般会計
（歳出）

地方交付税３２.９％

市税２２.６％

国庫支出金９.７％

市債１２.１％

県支出金６.０％

その他１６.７％

民生費２１.４％

総務費１６.５％

公債費１４.９％

衛生費１２.８％

教育費１３.４％

土木費９.９％

その他１１.１％

図１

図２
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な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
に
対
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
共
事
業
に
伴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
資
金
の
使
途

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
、
財
源
を
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
公
共
資
産
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

備
収
支
で
は
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２５
億
円
、
投
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

活
動
や
借
金
返

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

済
に
よ
る
資
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

収
支
を
示
す
投

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

資
・
財
務
的
収

支
で
は
、
約
６９
億
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
経
常
的
収
支
、
す
な

わ
ち
一
般
財
源
で
賄
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

平
成
２２
年
度

市
の
決
算
概
要

 

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
概
要

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
市
の
資
産
と
そ

の
資
産
を
ど
の
よ
う
な
財
源
（
負
債
、
純

資
産
）
で
賄
っ
て
き
た
か
を
示
し
た
も
の

で
す
。

　

一
般
会
計
に
お
け
る
市
の
総
資
産
は
、

約
１
４
４
２
億
円
。
道
路
や
公
共
施
設
な

ど
を
整
備
す
る
た
め
に
発
行
す
る
地
方
債

の
負
債
総
額
は
、
約
４
３
６
億
円
。
現
在

ま
で
の
世
代
が
税
金
を
支
払
っ
て
、
す
で

に
整
備
さ
れ
た
純
資
産
は
、
約
１
０
０
６

億
円
と
な
り
ま
す
。
ま
た
市
民
１
人
当
た

り
に
換
算
す
る
と
、
資
産
は
約
２
６
２
万

円
で
、
負
債
が
約

７９
万
円
、
純
資
産
が
約

１
８
３
万
円
と
な
り
ま
す
。

 

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
の
概
要

　

１
年
間
の
行
政
活
動
の
う
ち
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
や
ご
み
の
収
集
に
係
る
経
費
な

ど
、
資
産
形
成
に
つ
な
が
ら
な
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
伴
う
支
出
と
、
使
用
料
や
手

数
料
な
ど
の
収
入
を
示
し
た
も
の
が
行
政

コ
ス
ト
計
算
書
。
企
業
会
計
で
い
わ
れ
る

損
益
計
算
書
に
相
当
す
る
も
の
で
す
。

　

資
産
形
成
に
つ
な
が
ら
な
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
提
供
に
か
か
っ
た
費
用
は
、
約
２
２

１
億
円
で
、
使
用
料
な
ど
受
益
者
が
負
担

し
た
約
８
億
円
を
除
く
と
、
純
粋
な
行
政

コ
ス
ト
は
約
２
１
３
億
円
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
市
民
１
人
当
た
り
に
換
算
す
る

と
、
約
３９
万
円
の
費
用
が
掛
か
っ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

 バランスシート

資産の部 金　額

公共資産
学校や道路の建設、
土地購入などに使わ
れたお金の総額

１,２６５億４４百万円

（うち未使用資産） （１２億６５百万円）

投資など
関係団体への出資金
や公共施設整備ほか
に蓄えているお金

１２４億７７百万円

流動資産
現金や貯金、必要な
ときに現金化するこ
とができる積立金、
市税などの未収金

５２億１８百万円

（うち歳計現金） （１８億３５百万円）

資産合計 １,４４２億３９百万円

負債の部 金　額

固定負債
翌年度以降に支払や
返済が行われる予定
のもの

３９９億１５百万円

流動負債
翌年度に支払や返済
をするもの

３７億２９百万円

合　計 ４３６億４４百万円

純資産の部 金　額

国と県からの補助
金

２３３億０６百万円

一般財源などの自
主財源

７７２億８９百万円

合　計 １,００５億９５百万円

負債及び純資産合計 １,４４２億３９百万円

 行政コスト計算書 純資産変動計算書

 資金収支計算書

経常行政コスト 金　額

人にかかるコスト
人件費、退職給与引
当金など

４５億５８百万円

物に係るコスト
電気料、修理など維
持補修費など

８９億３７百万円

移転支出的なコスト
高齢者や児童などへ
の手当（扶助費）、団
体への補助金、特別
会計への操出金など

７８億９５百万円

その他コスト
市債の利子、時効によ
り納入されなかった
税金（不納欠損）など

６億８３百万円

合　計 ２２０億７３百万円

経常収益 金　額

使用料・手数料 ６億５５百万円

分担金・負担金・寄
付金など

１億０６百万円

合　計 ７億６１百万円

（差し引き）
純経常行政コスト

２１３億１２百万円

期首純資産残高 ９７９億８４百万円

（純経常行政コスト） △２１３億１２百万円

（一般財源） １９２億３５百万円

（補助金） ４８億４０百万円

（臨時損益など） △１億５２百万円

期末純資産残高 １,００５億９５百万円

期首歳計現金残高 １８億８２百万円

資金増減額 △４７百万円

（経常的収支） ９３億０２百万円

（公共資産整備収支） △２４億７８百万円

（投資・財務的収支） △６８億７１百万円

期末歳計現金残高 １８億３５百万円

 

純
資
産
計
算
書
の
概
要

　

純
資
産
変
動
計
算
書
は
、
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
の
純
資
産（
資
産
と
負
債
の
差
額
）

が
１
年
間
に
ど
の
よ
う
に
増
減
し
た
か
を

示
し
た
も
の
で
す
。

　

平
成

２２
年
度
末
の
純
資
産
残
高
は
約

１
０
０
６
億
円
と
な
り
昨
年
度
末
と
比
べ

て
約
２６
億
円
の
増
加
と
な
り
ま
す
。

 

資
金
収
支
計
算
書
の
概
要

　

性
質
の
異
な
る
３
つ
の
区
分
に
分
け

て
、
１
年
間
の
現
金
の
流
れ
を
示
し
た
も

の
が
、
資
金
収
支
計
算
書
で
す
。

　

日
常
の
行
政
活
動
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
資

金
の
経
常
的
な
収
支
は
、
約
９３
億
円
と

●　用語の説明　●
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0.55

0.65

0.75

0.85

●　財政力指数　●

 

財
政
健
全
度
の
状
況

　

平
成
２０
年
４
月
１
日
に
一
部
施
行
さ
れ

た
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
算
定
と
公
表
が

義
務
付
け
ら
れ
た
実
質
赤
字
比
率
、
連
結

実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将

来
負
担
比
率
の
４
つ
の
指
標
の
健
全
化
判

断
比
率
と
、
公
営
企
業
会
計
の
資
金
不
足

比
率
は
左
表
の
通
り
で
す
。
実
質
公
債
費

比
率
は
０
・
７
ポ
イ
ン
ト
、
将
来
負
担
比
率

は
２１
・
９
ポ
イ
ン
ト
、
そ
れ
ぞ
れ
昨
年
度

か
ら
低
下
し
改
善
し
ま
し
た
。
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●　一人当たりの積立金　●

多治見市・土岐市・瑞浪市・中津川市・恵那市の財政状況の比較

（一般会計） （一般会計）

決
算
概
要
の
詳
細
は
、市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp

://w
w

w
.c

ity
.e

n
a.lg

.jp
/

）
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

健全化

判断比率

指標名 恵那市の数値 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率 － １２．５９％ ２０．００％
連結実質赤字比率 － １７．５９％ ３５．００％
実質公債費比率 １２．５％ ２５．０％ ３５．０％
将来負担比率 ７１．７％ ３５０．００％

※実質赤字比率と連結実質赤字比率は黒字の場合「－」で表します

指標名 会計名 恵那市の数値 経営健全化基準

資金不足比率

水道事業会計 － ２０．０％
病院事業会計 － ２０．０％
介護老人保健施設事業会計 － ２０．０％
国民健康保険診療所事業会計 － ２０．０％
簡易水道事業特別会計 － ２０．０％
農業集落排水事業特別会計 － ２０．０％
公共下水道事業特別会計 － ２０．０％

※資金不足がない場合「－」で表します

８５．７

８７．９

９５．３

９０．６

８５．０

８０．１

H１７ H１８ H１９ H２０ H２１ H２２ H１７ H１８ H１９ H２０ H２１ H２２

H１７ H１８ H１９ H２０ H２１ H２２

H１７ H１８ H１９ H２０ H２１ H２２ H１７ H１８ H１９ H２０ H２１ H２２

０．８０

０．６８

０．５４

０．６３

０．５４ ０．５２

７．８

１２．０

１３．２
１５．８

３．９

１２．５

（％）

（円） （円） （円）（円）

（％）

（％） （％）

土岐市

中津川市

恵那市

瑞浪市

多治見市
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１. ご当地グルメのえなハヤシには多くの人が並ぶ　２.「ふ
るさとまちじまん」で地域の自慢を紹介　３. 震災復興物産
展も開催　４. 多くの人のお腹を満たした好評のまつたけご
飯　５. 最優秀賞に輝いた御所之前組のみこし　６. 呼びも
のの秋の味覚焼きを満喫　７. 祭りのヒーローＥＮＡレンジ
ャーも登場　８. イベントステージでダンスや演奏を披露　
９. 新鮮な農産物も販売　１０. 新商品の五平バーガーも登場
１１. 掘り出し物を探して、交流が進むフリーマーケット

４

   べて元気に
　秋の実りに感謝

１

　

９
月
２４
日
、
２５
日
に
「
元
気
に
な
る
食

の
祭
典
」
を
テ
ー
マ
に
Ｅ
Ｎ
Ａ
み
の
じ
の

み
の
り
祭
が
開
催
さ
れ
、
会
場
と
な
っ
た

恵
那
駅
前
周
辺
は
、
約
８
万
人
の
人
出
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

前
夜
祭
と
な
る
２４
日
は
、
恒
例
の
み
こ

し
競
演
パ
レ
ー
ド
や
郷
土
芸
能
道
行
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
み
こ
し
競
演
で
は
、
市
内

の
企
業
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
１２
団
体
が
参

加
。
多
く
の
団
体
が
、
先
の
震
災
か
ら
の

復
興
を
願
っ
た
迫
力
と
個
性
あ
ふ
れ
る
み

こ
し
を
披
露
し
ま
し
た
。最
優
秀
賞
は「
が

ん
ば
ろ
う
日
本
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
御
所

之
前
組
が
昨
年
に
引
き
続
き
受
賞
。
そ
の

他
の
競
演
入
賞
団
体
は
次
の
通
り
で
す
。

　

優
秀
賞
＝
天
理
教
愛
信
恵
、
敢
闘
賞
＝

恵
那
や
ろ
ま
い
会
、
創
作
力
賞
＝
め
組
、

食

５

３

２

１１

８

９

７

６

１０
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団
結
力
賞
＝
バ
ロ
ー
恵
那
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
賞
＝
市
職

員
互
助
会 

。

　

２
日
目
と
な
る
２５
日
は
、「
秋
の
味
覚

焼
」
が
開
催
。
来
場
者
は
、
マ
ツ
タ
ケ
や

新
種
の
ク
リ
「
ポ
ロ
タ
ン
」
な
ど
を
炭
火

で
焼
い
て
食
べ
、
秋
の
味
覚
を
楽
し
み
ま

し
た
。
お
な
じ
み
の
ま
つ
た
け
ご
飯
も
販

売
前
か
ら
長
い
列
が
で
き
る
ほ
ど
大
人
気

で
し
た
。
他
に
は
、
ダ
ン
ス
や
吹
奏
楽
な

ど
が
披
露
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ

や
、
掘
り
出
し
物
が
い
っ
ぱ
い
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
１３
地
域
の
伝
承
料
理
な
ど
が
そ
ろ

っ
た
「
ふ
る
さ
と
ま
ち
じ
ま
ん
」
や
ご
当

地
グ
ル
メ
と
し
て
、
え
な
ハ
ヤ
シ
（
ハ
ヤ

シ
ラ
イ
ス
）
や
五
平
バ
ー
ガ
ー
、
恵
那
た

ま
ご
、
栗
菓
子
が
登
場
し
、
人
気
を
集
め

て
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
、
地
元
の
お
い
し
い
食
材
で

お
腹
を
満
た
し
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
祭
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。



満
足
度
が
昨
年
よ
り
上
昇

　

市
第
２
次
行
財
政
改
革
行
動
計

画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
窓
口
サ
ー

ビ
ス
の
満
足
度
を
測
る
た
め
、
９

月
１
日
か
ら
１４
日
ま
で
窓
口
サ
ー

ビ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
本
調
査
は
、
平
成
１８
年
度

か
ら
実
施
し
６
年
目
と
な
り
ま
す

が
、
こ
と
し
は
第
２
次
行
財
政
改

革
大
綱
の
初
年
度
に
当
た
り
ま
す
。

　

総
合
的
な
「
窓
口
満
足
度
」
に

は
、５
点
「
満
足
」
が
７１
・
６
㌫
で
、

昨
年
よ
り
５
・
８
ポ
イ
ン
ト
上
回

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
で
最
も

高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た

５
点
「
満
足
」
と
４
点
「
や
や
満

足
」
の
合
計
は
９１
・
６
㌫
で
、
昨

年
の
８６
・
３
㌫
を
５
・
３
ポ
イ
ン
ト

上
回
り
ま
し
た
。

増減

５．８％

－０．５％

－３．３％

－０．７％

－０．３％

－１．０％

平成
２２年度

６５.８％

２０．５％

１０．８％

１．２％

０．５％

１．２％

平成
２３年度

７１．６％

２０.０％

７．５％

０．５％

０．２％

０．２％

５点

４点

３点

２点

１点

未記入

　

回
答
総
数
は
１
０
２
６
人
（
男

性
４
５
９
人
、
女
性
５
３
３
人
、

未
記
入
３４
人
）
で
し
た
。
そ
の
他

の
質
問
の
結
果
は
次
の
通
り
で
し

た
。

■
あ
い
さ
つ
の
満
足
度

　

６４
・
３
㌫
の
方
か
ら
「
満
足
」

と
い
う
回
答
を
い
た
だ
き
、
昨
年

の
５６
・
２
㌫
を
８
・
１
ポ
イ
ン
ト
上

回
り
ま
し
た
。

■
対
応
・
説
明
の
満
足
度

　

６９
・
２
㌫
の
方
か
ら
「
満
足
」

と
い
う
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
昨
年
の
６３
・
４
㌫
を
５
・
８
ポ

イ
ン
ト
上
回
り
ま
し
た
。

　

自
由
意
見
に
は
、「
良
い
・
良

く
な
っ
た
」
と
い
う
満
足
な
意
見

が
１
５
５
件
あ
る
一
方
、「
悪
い
・

悪
く
な
っ
た
」
と
い
う
不
満
の
意

見
も
３６
件
あ
り
ま
し
た
。今
後
も
、

満
足
度
を
高
め
る
た
め
、
接
遇
研

修
な
ど
を
通
じ
、
接
遇
の
意
識
と

技
術
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

■
文
化
施
設
の
満
足
度

　

平
成
２２
年
度
か
ら
、
恵
那
文
化

セ
ン
タ
ー
と
中
央
図
書
館
の
満
足

度
調
査
も
始
め
ま
し
た
。
こ
の
２

つ
の
施
設
の
満
足
度
は
、
総
合
的

な「
窓
口
満
足
度
」の
５
点「
満
足
」

が
６７
・
６
㌫
で
、
昨
年
の
６５
・
２
㌫

建物に地元の木材も使用

　老朽化が進んでいた旧明智保育

園（昭和４６年建設）の北西約

５００㍍の場所に、新しい明智保育

園が完成しました。約９，０００平

方㍍の広い敷地に、約１，０００平

方㍍の園舎を建設。建物は木造平

屋建てで、木材は全て県内産を使

用。その一部には、かつて明知城

があった城山で育てられた木が使

われています。

　日当たりの良い園舎には、６部

屋の保育室をはじめ、３歳未満児

室や遊戯室、調理室などが備えら

れています。この保育園は、１５０

人の園児を受け入れることができ

ます。遊戯室や保育室の一部は、

天井が高くなっており、明るく開

放感のある造りです。

　園舎の東側には、地域子育て支

援センターを併設し、多様な子育

てニーズに対応する環境が整えら

れています。

　１０月１４日には、竣工式が行わ

れ、地元関係者や明智保育園の園

児ら約１５０人が出席しました。式

典で市長は「温かい木のぬくもり

とともに、すくすく子どもたちが

成長することを期待しています」

などと述べました。

　明智保育園の園児たちの

遊戯も披露され、ほほ笑ましいし

ぐさは来場者を和ませました。

　同保育園の総工費は、約５億４

千万円でした。

　　子育て支援課（内線２２９）

よ
り
２
・
４
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た

ほ
か
、「
職
員
の
あ
い
さ
つ
」の「
満

足
」
が
５８
・
５
㌫
、「
職
員
の
対
応
・

説
明
」
の
「
満
足
」
が
６２
・
３
㌫

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

■
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
活
用

　

市
で
は
、
第
２
次
行
財
政
改
革

行
動
計
画
の
目
標
に
窓
口
サ
ー
ビ

ス
満
足
度
５
点
「
満
足
」
の
み
で

８０
㌫
以
上
を
目
指
す
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
で
は
、
ま
だ
目
標
を
下

回
っ
て
い
ま
す
の
で
、
結
果
を
分

析
し
、
さ
ら
な
る
窓
口
サ
ー
ビ
ス

の
改
善
を
進
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　

企
画
課
（
内
線
３
３
１
）

窓
口
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
公
表

【総合窓口満足度の昨年度との比較】

【総合窓口満足度の年度比較グラフ】

Ｈ２３

Ｈ２２

Ｈ２１

Ｈ２０

Ｈ１９

Ｈ１８

（年度）

２０ ４０ ６０ ８０ １００

（％）

■５点（満足）　■４点（やや満足）　□その他
※その他は、３点（どちらともいえない）、２点（やや不満）、１点（不満）、未記入の合計

７１．６

６５．８

７０．２

６７．０

７０．７

６８．５

２０．０

２０．５

２１．６

２３．２

１８．７

２１．４

８．４

１３．７

８．２

９．８

１０．６

１０．１

　　

近
年
、
本
来
守
る
べ
き
立
場

に
あ
る
保
護
者
か
ら
虐
待
を
受

け
る
子
ど
も
が
増
え
て
お
り
、

特
に
子
ど
も
の
生
命
が
奪
わ
れ

る
な
ど
重
大
な
事
件
も
後
を
絶

た
な
い
状
況
で
す
。
虐
待
は
、

子
ど
も
の
心
に
も
、
虐
待
を
し

て
し
ま
っ
た
人
に
も
深
い
傷
を

残
し
ま
す
。
虐
待
の
繰
り
返
し

や
深
刻
化
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

早
期
発
見
、
早
期
対
応
が
重
要

で
す
。

　

子
ど
も
を
持
つ
親
だ
け
で
な

く
社
会
全
体
で
子
ど
も
の
安
全

に
つ
い
て
共
に
考
え
、
一
人
一

人
が
協
力
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　　

虐
待
を
受
け
て
い
る
子
ど
も

は
何
ら
か
の
合
図
を
必
ず
出
し

て
い
ま
す
。
身
近
に
心
配
な
子

ど
も
が
い
た
ら
、
ま
ず
は
家
庭

児
童
相
談
室（
子
育
て
支
援
課
）

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
の
安
全
を
第
一
に
対

応
し
、
連
絡
し
た
人
の
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
虐
待
で

な
か
っ
た
場
合
も
責
任
を
問
わ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　　

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
命

を
脅
か
し
、
心
を
深
く
傷
つ
け

る
行
為
で
す
。
殴
る
、
蹴
る
、

戸
外
に
締
め
出
す
な
ど
の
「
身

体
的
虐
待
」。
傷
つ
け
る
言
葉

を
繰
り
返
す
、
拒
否
的
な
態
度

を
と
る
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス（
家
庭
内
暴
力
）

を
目
撃
さ
せ
る
な
ど
の
「
心
理

的
虐
待
」。
食
事
を
与
え
な
い
、

衣
服
を
着
替
え
さ
せ
な
い
、
家

に
閉
じ
こ
め
る
、
病
気
の
と
き

に
病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い
、

自
動
車
の
中
に
放
置
す
る
な
ど

の
「
養
育
怠
慢
・
放
置
」。
子

ど
も
へ
の
性
交
、
性
的
な
行
為

を
見
せ
る
な
ど
の「
性
的
虐
待
」

な
ど
で
す
。

　

虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
に

は
、
身
体
の
発
育
に
障
害
が
起

き
た
り
、
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ

ス
障
害
を
発
症
し
た
り
す
る
ほ

か
、
非
行
や
犯
罪
な
ど
の
問
題

行
動
を
起
こ
し
や
す
く
な
る
な

ど
、
そ
の
成
長
に
さ
ま
ざ
ま
な

悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
市
に

も
、
児
童
養
護
に
関
す
る
相
談

が
年
間
約
１
０
０
件
あ
り
、
そ

の
う
ち
約
４
割
が
児
童
虐
待
に

関
す
る
相
談
で
す
。

　　

こ
れ
ま
で
虐
待
を
し
た
原
因

で
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
関

係
し
て
い
ま
す
。

●
子
ど
も
へ
の
接
し
方
が
分
か

ら
な
い

●
育
て
に
く
い
子
と
感
じ
る 

●
意
に
沿
わ
な
い
子
で
あ
っ
た 

●
夫
婦
仲
が
悪
く
、
育
児
を
負

担
に
感
じ
た 

●
社
会
か
ら
孤
立
し
て
、
頼
る

人
が
い
な
い 

●
自
身
が
過
去
に
虐
待
を
受
け

て
い
た 

●
経
済
的
な
不
安
が
あ
る

●
再
婚
し
た
が
、
子
ど
も
が
父

や
母
に
懐
か
な
い

　　

虐
待
が
起
き
る
理
由
の
一
つ

と
し
て
、
虐
待
を
し
て
い
る
こ

と
に
保
護
者
自
身
が
気
づ
い
て

い
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
の
例
と
し
て
、
虐
待
と

思
わ
れ
る
よ
う
な
行
為
を
、
保

護
者
が
し
つ
け
と
認
識
し
て
い

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
確

か
に
虐
待
と
し
つ
け
を
区
別
す

る
こ
と
は
難
し
く
、
虐
待
と
し

つ
け
の
間
に
は
、
し
っ
か
り
と

線
引
き
で
き
な
い
部
分
が
存
在

す
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

　

し
か
し
、
子
ど
も
が
耐
え
難

い
苦
痛
を
感
じ
る
行
為
や
、
子

ど
も
の
成
長
に
悪
影
響
を
与
え

る
行
為
な
ら
ば
、
そ
れ
は
虐
待

と
考
え
る
べ
き
で
す
。
子
ど
も

の
体
を
傷
付
け
た
り
、
き
つ
く

叱
り
続
け
た
り
し
て
、
子
ど
も

の
成
長
や
発
達
を
損
な
う
恐
れ

の
あ
る
行
為
は
、
虐
待
で
す
。

　
　

子
育
て
支
援
課
（
内
線
２

２
６
）

会
全
体
で
子
ど
も
の

安
全
に
協
力
を

社
配
な
子
ど
も
が
い
た

ら
連
絡
を

心

童
虐
待
は
子
ど
も
の

心
を
傷
つ
け
る
行
為

児

う
し
て
児
童
虐
待
は

起
き
る
の
か

ど

つ
け
と
虐
待
の
区
別

を
し
っ
か
り
と

し

増
え
る
児
童
虐
待
に
歯
止
め
を

葛
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
は
、
児
童
虐
待

防
止
の
印

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

「
守
る
の
は　

気
づ
い
た
あ
な
た
の　

そ
の
勇
気
」

▲柱に明知城跡の丸太を使用

１１月

　：問い合わせ　　：申し込み ※コミセン＝コミュニティセンターの略問 申

問

問

問

滑
天
井
が
高
く
開
放
感

あ
る
保
育
室

滑
式
典
で
遊
戯
を
披
露
す
る
園
児

9 8
2011.11.1

広報えな

明智保育園が完成

木造の明るい園舎に



　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
坂
折
棚
田
保
存

会
で
は
、
棚
田
景
観
保
全
に
向
け

た
取
り
組
み
と
し
て
「
第
６
回
坂

折
棚
田
石
積
み
塾
」
を
開
催
し
ま

す
。

　

石
積
み
塾
で
は
、
石
積
み
技
術

を
伝
承
し
て
い
る
地
元
の
石
工
が

指
導
に
当
た
り
、
昔
な
が
ら
の
石

積
み
技
法
の
伝
承
や
講
座
を
行
い

ま
す
。

□
と
き　

１１
月
２６
日
㈯
、
２７
日
㈰

□
と
こ
ろ　

中
野
方
町
坂
折
棚
田

□
料
金　

７
０
０
０
円

□
定
員　

３０
人
程
度

□
締
め
切
り　

１１
月
２０
日
㈰

　
　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
坂
折
棚

田
保
存
会
志
２
３
―
２
０
３
２

　

恵
那
こ
と
ぶ
き
結
婚
相
談
所
で

は
、
第
１９
回
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

パ
ー
テ
ィ
ー
を
次
の
通
り
開
催
し

ま
す
。
新
し
い
出
会
い
に
ぜ
ひ
、

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

１２
月
１１
日
㈰
午
前
１１
時

―
午
後
３
時

□
と
こ
ろ　

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
Ｎ
ｅ

ｗ　

Ｗ
ａ
ｖ
ｅ
（
長
島
町
中
野
）

□
内
容　

軽
食
を
取
り
な
が
ら
の

交
流
会

□
対
象　

独
身
の
男
女
。
婚
暦
や

年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。（
男
性
は

市
内
在
住
者
で
、
登
録
が
必
要
で

す
）

□
定
員　

男
女
各
１５
人
（
応
募
者

が
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
参
加
者

に
は
、
後
日
案
内
状
を
送
付
し
ま

す
）

□
料
金　

２
０
０
０
円
／
人

□
締
め
切
り　

１１
月
３０
日
㈬
必
着

□
申
し
込
み
方
法　

①
住
所
②
氏

名
③
性
別
④
年
齢
⑤
電
話
番
号
⑥

職
業
⑦
趣
味
―
を
明
記
し
て
、
市

役
所
担
当
窓
口
へ
直
接
か
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
申
し

込
む

申　

〒
５
０
９
―
７
２
９
２　

（
住
所
不
要
）
ふ
る
さ
と
活
力

推
進
室
思
２
５
―
６
１
５
０
糸

k
ik

ak
u
@

city
.en

a.lg
.jp

　
　

恵
那
こ
と
ぶ
き
結
婚
相
談
所

運
営
協
議
会
（
林
）
志
０
８
０
―

２
６
１
８
―
５
５
０
６

　

山
岡
陶
業
文
化
セ
ン
タ
ー
で

は
、
来
年
の
え
と
「
竜た

つ

」
の
え
と

絵
馬
作
り
教
室
と
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー

ド
作
り
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
講

師
が
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
、

初
め
て
の
方
で
も
安
心
で
す
。
ど

ち
ら
か
一
つ
の
教
室
で
も
申
し
込

め
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
参
加
く
だ
さ
い
。

【
え
と
の
絵
馬
作
り
教
室
】

□
と
き　

１１
月
１３
日
㈰
①
午
前
１０

時
―
正
午
②
午
後
１
時
半
―
３
時

半□
料
金　

１
２
０
０
円　

【
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
作
り
教
室
】

□
と
き　

１１
月
２０
日
㈰
①
午
前
１０

時
―
正
午
②
午
後
１
時
半
―
３
時

半□
料
金 

１
５
０
０
円
（
小
型
Ｌ

Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
付
き
）

【
共
通
】

□
と
こ
ろ　

山
岡
陶
業
文
化
セ
ン

募
集

　暖房などを使う季節になり、火災

が発生しやすい時季になりました。

　１１月９日㈬から１５日㈫までは、

秋季全国火災予防運動が行われます。

「消したはず　決めつけないで　も

う一度」を全国統一の防火標語に掲

げ、火災予防思想の一層の普及を図

ります。

①寝たばこは、絶対やめる。

②ストーブは、燃えやすいものから

離れた位置で使用する。

③ガスこんろなどのそばを離れると

きは、必ず火を消す。

④逃げ遅れを防ぐために、住宅用火

災警報器を設置する。

⑤寝具や衣類、カーテンからの火災

を防ぐために、防炎品を使用する。

⑥火災を小さいうちに消すために、

住宅用消火器

などを設置す

る。

⑦お年寄りや

身体の不自由

な人を守るた

めに、隣近所

の協力体制を

つくる。

　　恵那消防署志２６－０１１９　

　　明智消防署志５５－０１１９　

　　岩村消防署志４３－０１１９　

　　上矢作分署志４７－０１１９

火災が発生しやすい時季です

案
内

　

中
津
川
・
恵
那
市
口こ

う
く
う腔

保
健
協

議
会
で
は
、 「
東
日
本
大
震
災
被

災
地
で
の
活
動
に
従
事
し
て
―
歯

科
の
立
場
か
ら
―
」
を
テ
ー
マ
に

研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き  

１１
月
１７
日
㈭
午
後
３
時

□
と
こ
ろ　

中
津
川
市
健
康
福
祉

会
館
４
階
大
ホ
ー
ル

□
内
容　

▽
第
１
部
＝
「
ご
遺
体

の
身
元
確
認
活
動
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
、
西
脇
孝
彦
氏
（
県
歯
科

医
師
会
理
事
）
が
講
演　

▽
第
２

部
＝
「
被
災
地
で
の
歯
科
医
療
・

口
腔
ケ
ア
活
動
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
、
青
島
史
尚
氏
（
岐
阜
県
歯

科
医
師
会
総
務
委
員
会
委
員
）
が

講
演

　

  

健
康
推
進
課 

（
内
線
２
２
０
）

　

市
茶
道
連
盟
と
琴
の
三
社
中
に

協
力
い
た
だ
き
、
中
山
道
ひ
し
屋

資
料
館
で
抹
茶
の
提
供
と
琴
の
演

奏
を
行
い
ま
す
。こ
の
資
料
館
は
、

江
戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
大
井
宿

で
栄
え
、
大
井
村
の
庄
屋
も
務
め

た
商
家
を
復
元
・
改
修
し
た
も
の

で
、
豪
壮
な
町
屋
建
築
の
主
屋
と

趣
の
あ
る
茶
室
や
庭
な
ど
が
往
時

の
雰
囲
気
を
伝
え
て
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

□
と
き　

▽
抹
茶
の
提
供
＝
１１
月

１９
日
㈯
午
前
１０
時
―
午
後
３
時

（
な
く
な
り
次
第
終
了
）
▽
琴
の

演
奏
＝
午
後
１
時
―
３
時

□
と
こ
ろ　

中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館
母
屋
と
茶
室

□
そ
の
他　

入
館
料
（
大
人
２
０

０
円
、
小
中
高
生
１
０
０
円
）
が

必
要
で
す
。

　
　

文
化
課
志
４
３
―
２
１
１
２

（
内
線
３
２
１
）

　

第
１１
回
県
獅
子
芝
居
公
演
が
本

市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
公
演

は
、
県
内
に
数
多
く
残
さ
れ
て
い

る
「
獅
子
芝
居
」
を
公
開
し
、
そ

の
魅
力
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
こ

う
と
、
毎
年
各
地
で
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
県
内
３
市
１
町
か

ら
８
団
体
が
出
演
。市
内
か
ら
は
、

３
団
体
が
出
演
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

１１
月
２０
日
㈰
午
前
１０
時

□
と
こ
ろ　

山
岡
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー

□
演
目
と
出
演
団
体　

①
「
悪
魔

払
い
」
＝
白し

ら
や
ま山

比ひ

め咩
神
社
獅
子
舞

保
存
会（
山
岡
町
）②「
一
つ
あ
げ
」

「
か
け
あ
げ
」「
ま
む
し
と
り
」
＝

津
島
神
社
金き

ん
ぞ
う蔵

獅
子
保
存
会
（
下

呂
市
）
③
「
朝
顔
日
記
川
之
場
」

＝
加
子
母
獅
子
芝
居
保
存
会
（
中

津
川
市
）
④
「
道
行
」「
寄
」「
悪

魔
払
い
」
＝
岐
南
町
伏
屋
獅
子
舞

保
存
会
（
岐
南
町
）
⑤
「
葛く

ず

の
葉は

姫ひ
め

の
子
別
れ
」
＝
岩
村
町
獅
子
舞

保
存
会
（
岩
村
町
）
⑥
「
金
蔵
獅

子
」
＝
津
島
神
社
金
蔵
獅
子
保
存

会
（
下
呂
市
）
⑦
「
忠
臣
蔵
七
段

目
一
力
茶
屋
の
場
」
＝
横
道
獅
子

舞
保
存
会
（
上
矢
作
町
）
⑧
「
妹い

も

背せ

山や
ま

婦お

ん

な女
庭て

い
き
ん訓

」
＝
白
山
比
咩
神

社
獅
子
舞
保
存
会
（
山
岡
町
）

□
料
金　

無
料

　
　

文
化
課
志
４
３
―
２
１
１
２

（
内
線
３
２
１
）

　

市
内
の
小
中
学
生
が
描
い
た
火

災
予
防
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

１１
月
８
日
㈫
―
１２
日
㈯

□
と
こ
ろ　

市
消
防
防
災
セ
ン

タ
ー
３
階

　
　

予
防
課
志
２
６
―
０
１
１
９

　

中
コ
ミ
セ
ン
で
活
動
し
て
い

る
皆
さ
ん
の
作
品
を
展
示
し
て
、

日
々
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。
切

り
絵
や
生
け
花
な
ど
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。皆
さ
ん
ぜ
ひ
、

来
場
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

１１
月
１８
日
㈮
―
２０
日
㈰

午
前
１０
時
―
午
後
４
時
（
２０
日
は

午
後
３
時
ま
で
）

□
と
こ
ろ
　
市
民
会
館

□
展
示
作
品　

絵
画
、
書
道
、
生

け
花
、
七し

っ
ぽ
う宝

焼
き
、
手
芸
、
写
真
、

切
り
絵
な
ど

□
体
験
コ
ー
ナ
ー　

▽
と
き
＝
１９

日
㈯
、
２０
日
㈰
午
前
１０
時
―
正
午

▽
内
容
＝
切
り
絵
や
生
け
花
な
ど

の
体
験
（
先
着
順
、
有
料
）

　
　
中
コ
ミ
セ
ン
志
２
６
―
１
８

０
８

　
環
境
に
や
さ
し
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使

用
し
た
防
犯
灯
の
導
入
を
促
進
す

る
た
め
、制
度
を
改
正
し
ま
し
た
。

既
存
の
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯

に
更
新
し
た
場
合
も
補
助
対
象
と

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
検

討
し
て
く
だ
さ
い
。

□
補
助
金
の
額
　
設
置
費
の
２
分

の
１

□
１
基
当
た
り
の
限
度
額
　
①
通

常
の
防
犯
灯
の
設
置
＝
３
万
円

（
ポ
ー
ル
付
は
４
万
円
）　

②
Ｌ
Ｅ

Ｄ
防
犯
灯
の
設
置
ま
た
は
更
新
＝

３
万
５
千
円
（
ポ
ー
ル
付
は
４
万

５
千
円
）

□
対
象　

公
共
の
道
路
に
防
犯
灯

を
設
置
す
る
自
治
会
な
ど

□
申
し
込
み
方
法
　
建
設
課
か
振

興
事
務
所
に
備
え
付
け
の
申
請
書

に
記
入
の
上
、
提
出
す
る

　
　
　
　

建
設
課（
内
線
２
０
８
）

タ
ー

□
定
員　

各
１５
人

□
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン

□
作
品
の
引
渡
し　

１２
月
中
旬

□
締
め
切
り　

１１
月
１１
日
㈮

　
　
　
　

山
岡
陶
業
文
化
セ
ン

タ
ー
志
５
６
―
４
５
６
７

▲完成したえと絵馬

▲地元の石工から技術を伝承

▲白山比咩神社獅子舞の悪魔払い

▲ＬＥＤの防犯灯

 

中
コ
ミ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
ま

つ
り

防
犯
灯
設
置
補
助
金
の
交

付
制
度
を
改
正

県
獅
子
芝
居
公
演
を
開
催

葛
住
宅
用
消
火
器
で
消
火
訓
練

　：問い合わせ　　：申し込み ※コミセン＝コミュニティセンターの略問 申

坂
折
棚
田
の
石
積
み
塾
の

塾
生

中
津
川
・
恵
那
市
口
腔
保

健
協
議
会
合
同
研
修
会

え
と
絵
馬
と
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー

ド
を
作
り
ま
せ
ん
か

問

ふ
れ
あ
い
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

パ
ー
テ
ィ
ー
の
参
加
者

問

火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
展

大
井
宿
の
旧
家
で
伝
統
文

化
に
触
れ
る

住宅防火、命を守る
７つのポイント

申
・
問

申
・
問

問

問

問

問 問

申
・
問

申
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応
募
書
類
の
基
礎
か
ら
面
接
マ

ナ
ー
ま
で
、
１
日
で
就
職
活
動
を

学
び
ま
す
。

□
と
き　

１１
月
９
日
㈬
午
前
１０

時
―
午
後
３
時

□
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
中
津

川
研
修
室
Ｃ

□
対
象　

求
職
中
の
方

□
定
員　

１２
人
（
事
前
予
約
制
、

先
着
順
）

□
料
金　

無
料

□
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
（
受
給
中
の

方
）、
昼
食
（
外
食
可
）

　
　
　
　

勤
労
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
志
０
５
７
３
―
６
５
―
０
９

８
８

　

１１
月
１
日
㈫
か
ら
、
次
の
事
業

所
が
行
動
援
護
サ
ー
ビ
ス
を
始
め

ま
す
。

　

行
動
援
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
知
的

障
が
い
や
精
神
障
が
い
に
よ
り
、

　

本
年
度
分
の
市
浄
化
槽
設
置
整

備
事
業
補
助
金
は
、
予
算
の
上
限

に
達
し
た
た
め
、
申
請
の
受
け
付

け
を
終
了
し
ま
し
た
。
な
お
来
年

度
分
の
浄
化
槽
設
置
整
備
補
助
金

の
申
請
は
、
来
年
４
月
１
日
か
ら

受
け
付
け
を
開
始
す
る
予
定
に
し

て
い
ま
す
。

　
　

上
下
水
道
課
（
内
線
１
６
５
）

　

税
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
と
書

道
展
を
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
で
行

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
税
庁
（
税

務
署
）
の
「
税
を
考
え
る
週
間
」

に
合
わ
せ
て
行
う
も
の
で
す
。

　

本
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
税
の
役

割
と
税
務
署
の
仕
事
」
。
国
政
の

基
本
と
な
る
税
と
税
務
行
政
に
対

す
る
理
解
を
一
層
深
め
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
国
税
庁
の
取
り
組
み

に
関
す
る
意
見
や
要
望
を
聴
く
一

つ
の
機
会
と
し
て
い
ま
す
。
国
税

庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http

://w
w

w
.

n
ta.g

o.jp
/

）
に
「
税
を
考
え
る
週

間
」
の
特
集
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

□
展
示
期
間　

１１
月
１１
日
㈮
―
１７

日
㈭

　
　

中
津
川
税
務
署
志 

０
５
７

３
―
６
６
―
１
２
０
２

　

中
津
川
税
務
署
で
は
、
青
色
申

告
を
し
て
い
る
個
人
の
方
を
対
象

と
し
て
、
決
算
や
年
末
調
整
事
務

の
留
意
事
項
な
ど
に
つ
い
て
、
説

明
会
を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

【
中
津
川
市
健
康
福
祉
会
館
多
目

的
ホ
ー
ル
】

□
と
き　

１１
月
１５
日
㈫
午
後
１
時

半
―
３
時
半

【
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
集
会
室
】

□
と
き　

１１
月
１７
日
㈭
午
後
１
時

半
―
３
時
半　

※
平
成
２３
年
分
か
ら
、
青
色
申
告

決
算
書
用
紙
は
、
確
定
申
告
書
用

案
内

行
動
が
著
し
く
困
難
で
、
常
時
介

護
を
必
要
と
す
る
人
の
危
険
を
回

避
す
る
た
め
に
援
助
を
行
い
ま

す
。
主
な
援
護
は
、
外
出
時
で
の

移
動
中
の
介
護
、
排
せ
つ
や
食
事

な
ど
の
介
護
、
そ
の
他
行
動
す
る

際
に
必
要
な
援
助
な
ど
で
す
。

□
事
業
所　

社
会
福
祉
法
人　

市
社
会
福
祉
協
議
会

□
対
象　

障
が
い
程
度
区
分
が

３
以
上
で
あ
り
、
行
動
関
連
項
目

（
１１
項
目
）
の
合
計
点
数
が
８
点

以
上
の
方
。
障
が
い
児
は
、
右
記

に
相
当
す
る
状
態
の
方

□
そ
の
他　

サ
ー
ビ
ス
利
用
に

は
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
明
記
し
た

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
証
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

社
会
福
祉
課
（
内
線
１
３
４
）

　

１１
月
１５
日
㈫
か
ら
来
年
２
月
１５

日
㈬
（
イ
ノ
シ
シ
と
ニ
ホ
ン
ジ
カ

は
３
月
１５
日
㈭
）
ま
で
は
、
鳥
獣

の
狩
猟
が
解
禁
さ
れ
ま
す
。
山
へ

入
る
場
合
は
、
獣
に
間
違
わ
れ
な

い
よ
う
に
、
な
る
べ
く
目
立
つ
服

装
で
出
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

狩
猟
免
許
の
な
い
方
が
狩
猟
を

す
る
こ
と
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

□
狩
猟
が
で
き
る
人　

あ
ら
か

じ
め
県
に
申
請
を
し
て
、
狩
猟
者

と
し
て
登
録
さ
れ
た
人

※
狩
猟
免
許
（
銃
器
、わ
な
な
ど
）

を
取
得
し
た
だ
け
で
は
狩
猟
は
で

き
ま
せ
ん

□
罰
則　

狩
猟
者
登
録
を
受
け

な
い
狩
猟
な
ど
は
、
一
年
以
下
の

懲
役
ま
た
は
百
万
円
以
下
の
罰
金

　
　

林
業
振
興
課
（
内
線
５
２
７
）

　

ひ
が
し
み
の
農
業
祭
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
お
出
掛
け

く
だ
さ
い
。

□
と
き　

１１
月
２０
日
㈰
午
前
９

時
―
午
後
３
時

□
と
こ
ろ　

東
美
濃
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
（
中
津
川
市
）

□
内
容　

野
菜
の
即
売
、
農
産
物

品
評
会
、農
業
経
営
コ
ン
ク
ー
ル
、

農
畜
産
物
展
示
販
売
、
餅
投
げ
、

案
内

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
川
嶋
あ
い
ラ

イ
ブ
な
ど

　
　

東
美
濃
農
業
協
同
組
合
営
農

部
志
０
５
７
３
―
７
８
―
０
１
３

７
　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、
職
場
な
ど
に
お
け
る
セ
ク
シ

ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
な
ど
、
女
性
を
め
ぐ
る

人
権
相
談
に
、
県
内
の
女
性
人
権

擁
護
委
員
が
中
心
と
な
っ
て
電
話

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
料
は

無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
ど

な
た
で
も
お
気
軽
に
利
用
く
だ
さ

い
。

□
相
談
日　

１１
月
１４
日
㈪
―
２０
日

㈰
午
前
８
時
半
―
午
後
７
時（
土
、

日
曜
日
は
午
前
１０
時
―
午
後
５

時
）

□
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

志
０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０

※
右
記
の
相
談
日
以
外
で
も
平
日

午
前
８
時
半
か
ら
午
後
５
時
１５
分

ま
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

　
　

県
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

志
０
５
８
―
２
４
５
―
３
１
８
１

▲昨年の書道展

紙
に
同
封
し
て
送
付
し
ま
す
（
電

子
申
告
を
し
て
い
る
方
は
、
ど
ち

ら
も
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
）。
な
お

確
定
申
告
書
用
紙
や
青
色
申
告
決

算
書
用
紙
は
、
国
税
庁
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い

　
　

中
津
川
税
務
署
個
人
課
税
第

一
部
門
志
０
５
７
３
―
６
６
―
９

２
３
７

　

銃
砲
や
刀
剣
類
の
所
持
と
売
買

に
は
、
登
録
が
必
要
で
す
。
未
登

録
や
新
取
得
の
銃
砲
刀
剣
類
を
お

持
ち
の
方
は
、
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。

□
と
き　

１１
月
１７
日
㈭
午
前
１０
時

―
午
後
２
時
（
正
午
―
午
後
１
時

を
除
く
）

□
と
こ
ろ　

恵
那
総
合
庁
舎
５
階

大
会
議
室

□
持
ち
物　

登
録
を
希
望
す
る
銃

砲
刀
剣
類
、
刀
剣
類
発
見
届
出
済

証
（
最
寄
の
警
察
署
へ
届
け
出
て

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
）

□
料
金　

登
録
審
査
手
数
料
１
件

に
つ
き
６
３
０
０
円

　
　

県
教
育
委
員
会
社
会
教
育

文
化
課
志
０
５
８
―
２
７
２
―

８
７
５
９

　恵那駅東側の阿木川に架か

る神ノ木橋の老朽化に伴い、

架け替え工事を行います。歩

行者と車両の通行は原則可能

ですが、工事期間中は橋の通

行できる部分が狭くなります。

　大変ご迷惑をお掛けします

が、ご理解とご協力をお願い

します。

□期間　１１月下旬～平成２４

年１２月

□施工業者　恵中建設㈱

　　まちづくり事業課（内線

２１７）

恵那駅

恵
那
駅
停
車
場
線

大井橋

Ｊ
Ｒ

中
央

線

明
知

鉄
道

工事箇所

神ノ木橋

▲野生のイノシシ

 

め
ざ
せ
就
職
★
セ
ミ
ナ
ー

阿
木
川

　：問い合わせ　　：申し込み ※コミセン＝コミュニティセンターの略問 申

問
本
年
度
の
浄
化
槽
設
置
の

補
助
金
は
終
了

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
で
相
談

問

１２/４㈰まで

「大正百年記念　抒情の系譜
－夢二から華宵・まさを・
虹児・しげる・淳一へ―」展

大正から昭和までの抒
じょ

情
じょう

画家

の系譜とその作品をたどりま

す。抒情画は、それまでの日

本の絵画や浮世絵と異なり、

思春期前後の少女特有の繊細

な心の動きを情感豊かに描い

た点に特徴があります。

１１月６日㈰、１２月４日㈰は、市民の日（市民に限り観覧

料が無料です。当日、受付に「恵那市民です」とお伝

えください）

　　  中山道広重美術館志２０-０５２２

税
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示

と
書
道
展

所
得
税
の
青
色
申
告
等
決

算
説
明
会

障
害
者
自
立
支
援
法

行
動
援
護
サ
ー
ビ
ス

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

狩
猟
に
は
登
録
が
必
要

ひ
が
し
み
の
農
業
祭

　高畠華宵　《薔薇の夢》

　弥生美術館所蔵

問

問

問

問

問

問

問

申
・
問

神ノ木橋の架け替え工事を行います

北

問

13 12
2011.11.1

広報えな
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　１０月１日、岩村町本町に岩村上
かん

町
まち

まちなか交流館が

オープンしました。この交流館は、職人の町であった上

町で継承されてきた竹細工や木工などの技を、次世代へ

伝えるため、地域住民の交流の拠点として活躍します。

　１０月４日に東野で手造り公共事業が行われました。

平成１５年度から続く同事業は、恵那農業高等学校とえ

な土地改良区との協働事業。この日は、地元の方も加わ

り、延長１４５㍍の農道の舗装作業に汗を流しました。

　中野方小学校の５、６年生２２人が、９月２７日、坂折

棚田で稲刈りを体験しました。この日の目標は、稲を１

本１本大切に刈ること。児童たちは、鎌で１束ずつ丁寧

に刈り取り、「疲れたけど楽しかった」とニッコリ。

　爽やかな秋晴れとなった１０月１日と２日の二日間、

神
み

輿
こし

渡
と

御
ぎょ

行列が岩村町本通りで行われました。数百㍍に

も及ぶ行列は、県重要無形民俗文化財。約３００人が平安

朝期の古式豊かな衣装を身にまとって練り歩きました。

　

１０
月
１３
日
に
、
保
古
の
湖
が
あ
る
根
の
上
高
原
で
、
武

並
小
学
校
４
年
生
４２
人
を
対
象
に
、
森
林
教
室
が
開
か
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
身
近
な
木
々
へ
の
愛
着
と
自
然
を

愛
す
る
気
持
ち
を
育
む
た
め
、
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
赤
尾
さ
ん
か
ら
森
の
楽
し
さ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
水
と
み
ど
り
を
愛
す
る
会
」
が
主
催
す

る
間
伐
体
験
で
、
児
童
た
ち
は
、
の
こ
ぎ
り
を
使
っ
て
ヒ

ノ
キ
を
間
伐
。
実
際
に
木
を
切
る
こ
と
で
、
間
伐
作
業
な

ど
、
自
然
を
守
る
こ
と
の
大
変
さ
を
体
感
し
ま
し
た
。

黄金色の坂折棚田で稲刈り体験

時代絵巻行列が厳かに練り歩く

職人の技を伝える交流館がオープン

手造り公共事業でコンクリートの重さを実感 自
然
の
恵
み
や
間
伐
の
大
切
さ
を
体
感

岩村町

森川 駿
しゅん

くん

い
つ
も
笑
顔
で
幸
せ
を
運

ん
で
く
れ
る
駿
。
元
気
に

育
っ
て
ね
。

洋
行
さ
ん
・
路
子
さ
ん

　１２月に１歳の誕生日を迎える
お子さんの写真を募集します。
写真（なるべく１人で胸から上
で顔全体が写っているもの）の
裏に住所、氏名（ふりがな）、生
年月日、性別、電話番号、両親の
氏名、３０字以内のコメントを添
えて、１１月１５日㈫までに申し込
んでください。またケーブルテ
レビ放映の可否についてもご記
入ください。申し込み多数の場
合は先着順により掲載します。

１１月生まれのお誕生日

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
企画課広報広聴係
志２６-２１１１（内線３１９）

三郷町

丸山 夢
ゆ

澄
ず

くん

家
族
の
ア
イ
ド
ル
ゆ
ず
君

♡
夢
い
っ
ぱ
い
の
元
気
な

子
に
育
っ
て
ね
☆

嘉
孝
さ
ん
・
利
恵
さ
ん

中野方町

鈴村 みらのちゃん

家
族
み
ん
な
仲
良
く
、
元

気
に
成
長
し
て
い
こ
う
錘

鉄
兵
さ
ん
・
靖
江
さ
ん

上矢作町

川路 結
ゆい

ちゃん

一
歳
の
誕
生
日
お
め
で
と

う
！
か
わ
い
い
笑
顔
に
い

つ
も
癒
や
さ
れ
て
い
る
よ

直
人
さ
ん
・
緑
さ
ん

大井町

永石 夕
ゆ

空
ら

ちゃん

一
歳
お
め
で
と
う
。
元
気

に
す
く
す
く
育
っ
て
ね
。

公
雄
さ
ん
・
朱
生
さ
ん

大井町

林 みこちゃん

生
ま
れ
て
来
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
。
み
ん
な
で

待
っ
て
い
ま
し
た
♡

信
彦
さ
ん
・
な
ぎ
さ
さ
ん

大井町

林 優
ゆう

誠
せい

くん

す
て
き
な
笑
顔
を
あ
り
が
と

う
♡
優
し
く
元
気
に
育
っ
て

ね
。
ゆ
う
君
大
好
き
♡

亮
佑
さ
ん
・
恵
実
さ
ん

大井町

三宅 まりあちゃん

誕
生
日
お
め
で
と
う
♡
い

つ
も
笑
顔
で
か
わ
い
い
ま

り
あ
が
大
好
き
だ
よ
♡

貴
大
さ
ん
・
あ
ず
さ
さ
ん

岩村町

竹内 莉
り

理
り

ちゃん

お
姉
ち
ゃ
ん
、
お
兄
ち
ゃ

ん
と
仲
良
く
元
気
に
大
き

く
な
っ
て
ね
。

雄
城
さ
ん
・
亜
矢
子
さ
ん　

武並町

辻 瑠
る

馬
うま

くん

や
ん
ち
ゃ
坊
主
る
う
ま
☆

一
歳
お
め
で
と
♪

１２
月
か

ら
保
育
園
頑
張
ろ
う
ね
☆

高
孝
さ
ん
・
裕
己
さ
ん

長島町

田中 慶
けい

吾
ご

くん

元
気
い
っ
ぱ
い
の
慶
吾
♥

お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
と
仲
良

く
健
康
に
育
っ
て
ね
錘

繁
寿
さ
ん
・
茂
実
さ
ん

武並町

伊藤 紅
くれ

葉
は

ちゃん

一
歳
の
誕
生
日
お
め
で
と

う
！
み
ん
な
と
一
緒
に
ス

ク
ス
ク
育
っ
て
ね
錘

尚
範
さ
ん
・
百
合
さ
ん
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岩
村
町
領
家　

三み

宅や
け 

將ま

さ

督よ

し 

君　

１５
歳

　

中
津
川
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
ク
ラ
ブ
に
所
属

す
る
岩
邑
中
学
校
３
年
生
の
三
宅
將
督
君

が
、
第

※

５７
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競

技
大
会
の
男
子
走
り
幅
跳
び
で
優
勝
し

た
。

　

三
宅
君
は
、
7
月
に
開
催
さ
れ
た
同
県

大
会
で
、
６
㍍
８２
㌢
の
跳
躍
で
優
勝
。
集

計
の
結
果
、
全
国
で
第
１
位
と
な
っ
た
。

　

中
学
２
年
生
の
中
体
連
東
濃
大
会
の

競
技
中
に
左
足
首
を
骨
折
。
約
半
年
間
、

練
習
も
で
き
ず
つ
ら
い
思
い
を
し
て
き

た
。
残
り
２
本
と
な
っ
た
８
回
目
の
跳
躍

で
「
６
㍍
後
半
の
記
録
を
出
す
ん
だ
」
と

自
ら
を
鼓
舞
し
て
助
走
を
開
始
。
大
き
な

跳
躍
が
で
き
た
。
し
か
し
踏
み
切
り
が

フ
ァ
ー
ル
か
も
し
れ
な
い
と
戸
惑
っ
て
い

た
。
白
旗
が
上
が
り
、
記
録
は
自
己
ベ
ス

ト
を
３０
㌢
以
上
も
更
新
。
と
て
も
う
れ
し

く
、
思
わ
ず
拳
を
握
り
し
め
た
。

　

走
る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
三
宅
君
は
、

小
学
５
年
生
の
と
き
に
友
達
と
誘
い
合
っ

て
岩
村
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
ク
ラ
ブ
へ
入
っ

た
。
６
年
生
に
な
る
と
中
津
川
ジ
ュ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
か
ら
誘
わ
れ
、
１
０
０
㍍
と
幅
跳

び
の
練
習
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

週
に
４
回
ほ
ど
ク
ラ
ブ
に
通
い
、
1
日

２
時
間
半
、主
に
１
０
０
㍍
を
練
習
す
る
。

ハ
ー
ド
ル
な
ど
を
使
い
、
走
る
動
き
づ
く

り
な
ど
を
行
う
。
幅
跳
び
は
、
試
合
の
１

週
間
前
か
ら
踏
み
切
り
の
足
合
わ
せ
や
踏

み
切
り
動
作
の
確
認
を
し
て
い
る
。
雨
の

日
も
「
筋
ト
レ
な
ど
、
で
き
る
こ
と
を
す

る
」
と
こ
つ
こ
つ
努
力
し
て
い
る
。

　

三
宅
君
は
「
練
習
時
は
夏
で
も
体
を
冷

や
さ
な
い
、
歩
く
姿
勢
を
意
識
し
て
靴
を

引
き
ず
ら
な
い
よ
う
に
歩
く
」
と
普
段
か

ら
細
か
な
気
配
り
も
し
て
い
る
。「
自
分

の
記
録
が
伸
び
る
楽
し
み
や
、
人
と
競
う

面
白
さ
が
あ
る
」と
陸
上
の
魅
力
を
話
す
。

「
何
事
も
諦
め
な
い
こ
と
や
、
こ
つ
こ
つ

と
積
み
上
げ
て
い
く
大
切
さ
」
を
陸
上
を

通
じ
て
学
ん
だ
。「
自
分
の
長
所
が
増
え
、

い
ろ
ん
な
地
域
に
友
達
が
で
き
た
」
と
陸

上
と
の
出
会
い
に
感
謝
す
る
。

　

将
来
の
目
標
を
尋
ね
る
と
「
勉
強
と
陸

上
を
両
立
し
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
係
す
る
仕

事
に
就
け
る
よ
う
努
力
を
積
み
重
ね
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。

全
中
通
信
陸
上
走
り
幅
跳
び
で
優
勝

自
己
記
録
を
大
幅
に
更
新

　吉田保育園の３歳から５歳の園児２７人が、１０月１３

日、サツマイモ掘りをしました。町内の約４０平方㍍の畑

では、園児たちが夢中になって芋掘り。収穫したサツマ

イモは、焼き芋やスイートポテトにして食べる予定です。

　１０月１２日から３日間、明智中学校２年生５８人は、

町内の事業所１８カ所で職場体験をしました。「働くこと

は大変で努力が必要」などと実感。この活動で生徒たち

は、職業観や勤労観を高めしっかりと進路を考えます。

　１０月６日、上矢作中学校で全校生徒４６人とモンゴル

国の学生が交流し、親睦を深めました。生徒たちは、８

人の学生たちを拍手で歓迎。４月から全校生徒で歌って

いる「この星に生まれて」の合唱を披露しました。

　県重要無形民俗文化財の中山太鼓が、１０月１６日に

串原の中山神社に奉納されました。すりこぎ状のばちを

持った参加者が、踊りながら代わる代わる力一杯太鼓を

打ち鳴らすと、周囲の観客も熱気に包まれました。

　笠置コミセンで、１０月１３日、化学調味料や動物性

の材料を使わず、地元産の食材で調理する「マクロビオ

ティックで簡単会席」の講座が開催。参加した２０人は、

穀物や野菜、海藻を中心とした調理法を学びました。

　中山道ひし屋資料館で秋月の宵
よい

筑前琵琶演奏会が１０

月１１日に開催。１１２人が田中旭
きょく

泉
せん

さんの演奏を傾聴し

ました。田中さんは、１０年間を振り返り感謝するとと

に「恵那の文化のために力になりたい」と語りました。

第１０回記念の筑前琵琶演奏会が開催 モンゴルの学生と上矢作中生が文化交流

市民三学自主企画講座で簡単会席を学ぶ 体験学習で感じた「働くことは大変なこと」

串原の里に勇壮な中山太鼓が響き渡った 吉田保育園児が夢中でサツマイモを掘ったよ

８５

※全日本中学校通信陸上競技大会＝日本陸上競技連盟と日本中学校体育連盟、各都道府県の陸上競技協会、中学校体育連盟が

主催する中学生の陸上競技大会。各都道府県ごとに行われる大会の結果を集計し、種目ごとに全国の順位を付ける




